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概要 

LB1945Dは、バイポーラ駆動方式による PWM電流制御式ステッピングモータドライバ用 ICである。

特にプリンタ等のキャリッジ、紙送り用のステッピングモータに最適である。 

 

特長 

・PWM 電流制御(他励方式)。 

・負荷電流のデジタル選択機能(1-2,W1-2,2 相励磁駆動可能)。 

・上下ダイオード内蔵。 

・同時 ON 防止機能(貫通電流防止)。 

・サーマルシャットダウン回路内蔵。 

・ノイズキャンセル機能。 

 

絶対最大定格/Ta=25℃ 

項目 記号 条件 定格値 unit 

モ－タ供給電圧 VBB max  30 V 

出力ピ－ク電流 IO peak tW≦20μs 1.0 A 

出力連続電流 IO max  0.8 A 

ロジック電源電圧 VCC max  6.0 V 

ロジック入力電圧範囲 VIN  －0.3～VCC V 

エミッタ出力電圧 VE  1.0 V 

内部許容損失 Pd max IC 単体 2.8 W 

動作周囲温度 Topr  －20～＋90 ℃ 

保存周囲温度 Tstg  －55～＋150 ℃ 

 

注文コード No. N7633A  

モノリシックデジタル集積回路 

PWM 電流制御式 
ステッピングモータドライバ 

データシート No.N7633 をさしかえてください。 

最大定格を超えるストレスは、デバイスにダメージを与える危険性があります。最大定格は、ストレス印加に対してのみであり、推奨動作条件を超えての機能

的動作に関して意図するものではありません。推奨動作条件を超えてのストレス印加は、デバイスの信頼性に影響を与える危険性があります。



LB1945D 

 No.7633-2/10 

推奨動作範囲/Ta=25℃ 

項目 記号 条件 定格値 unit 

モ－タ供給電圧 VBB  10～28 V 

ロジック電源電圧 VCC  4.75～5.25 V 

リファレンス電圧 VREF  1.5～5.0 V 

 

電気的特性/Ta=25℃,VBB=24V,VCC=5V,VREF=5V 

項目 記号 条件 min typ max unit

出力部 

出力段供給電流 IBB ON 

IBB OFF 

I1=0.8V,I2=0.8V,ENABLE=0.8V 

ENABLE=3.2V 

0.5

 

1.0 

 

2.0 

0.2 
mA 

出力飽和電圧１ 

2 

3 

4 

VO sat1 

VO sat2 

VO sat3 

VO sat4 

IO=＋0.5A  シンク 

IO=＋0.8A  シンク 

IO=－0.5A  ソース 

IO=－0.8A  ソース 

0.3 

0.5 

1.6 

1.8 

0.5 

0.7 

1.8 

2.0 

V 

出力リ－ク電流 IO1(leak) 

IO2(leak) 

VO=VBB   シンク 

VO=0V    ソース －50
 

50 

 
μA 

出力サステイン電圧 VSUS L=3.9mH,IO=1.0A※ 30   V 

ロジック部 

ロジック供給電流 ICC ON 

ICC OFF 

I1=0.8V,I2=0.8V,ENABLE=0.8V 

ENABLE=3.2V 

50

7

70.0 

10.0 

92 

13 
mA 

入力電圧 VIH 

VIL 

 3.2
 

 

0.8 
V 

入力電流 IIH 

IIL 

VIH=3.2V 

VIL=0.8V 

35

7

50 

10 

65 

13 
μA 

設定電流制御しきい値 VREF/ 

VSEN 

I1=0.8V,I2=0.8V 

I1=3.2V,I2=0.8V 

I1=0.8V,I2=3.2V 

9.5

13.5

25.5

10 

15 

30 

10.5 

16.5 

34.5 

 

リファレンス電流 IREF VREF=5.0V,I1=0.8V,I2=0.8V 17.5 25 32.5 μA 

CR 端子電流 ICR CR=1.0V －1.0   μA 

サーマルシャットダウン温度 TS  170  ℃ 

サーマル温度ヒス幅 TSHY  40  ℃ 

※設計目標値であり、測定は行わない。 

 

外形図 

unit:mm (typ) 
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ピン配置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

端子説明 

端子名 端子番号 端子説明 

VBB1 22 出力段電源電圧端子。 

VBB2 5 上側ダイオードのカソード側端子。 

E1 

E2 

24 

6 

この端子と GND 間に、RE 抵抗を入れて設定電流を制御する端子。 

OUTA 

AOUT  

OUTB 

BOUT  

27 

28 

2 

1 

出力端子。 

GND 15 GND 端子。 

S-GND 14 センス GND 端子。 

SUBGND 4,25 IC の SUBGND 端子。 

D-GND 23 

7 

下側内蔵ダイオードの GND(アノード側)。 

CR 8 CR の定数設定による三角波の周期でチョッピング。 

三角波の OFF 時間がノイズキャンセルタイム。 

VREF1 

VREF2 

16 

13 

出力電流設定用端子。 

(1.5V～5V の電圧を入力し出力電流を決める)。 

PHASE1 

PHASE2 

20 

9 

出力相切替入力端子。 

｢H｣入力：OUTA=H, AOUT =L 

｢L｣入力：OUTA=L, AOUT =H 

ENABLE1 

ENABLE2 

19 

10 

出力 ON,OFF 設定入力端子。 

｢H｣入力→出力 OFF 

｢L｣入力→出力 ON 

IA1,IA2 

IB1,IB2 

17,18 

12,11 

出力電流設定デジタル入力端子。 

｢H｣｢L｣の設定にて出力電流を 1/3,2/3,1 に設定。 

VCC 21 ロジック部電源電圧端子。 

28 
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ブロック図 
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応用回路図 
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真理値表 

ENABLE PHASE OUTA AOUT  

L H H L 

L L L H 

H － OFF OFF 

 

I1 I2 出力電流 

L L Vref/(10×RE)=IOUT 

H L Vref/(15×RE)=IOUT×2/3 

L H Vref/(30×RE)=IOUT×1/3 

H H 0 

注：ENABLE=H または、I1=I2=H 状態で出力は OFF する。 

 

CW/CCW 動作シーケンス 

2 相励磁駆動 

CW 回転時 IA1=IA2=IB1=IB2=0 

NO PHASE1 OUTA AOUT  PHASE2 OUTB BOUT  

0 0 0 1 0 0 1 

1 1 1 0 0 0 1 

2 1 1 0 1 1 0 

3 0 0 1 1 1 0 
 

CCW 回転時 IA1=IA2=IB1=IB2=0 

NO PHASE1 OUTA AOUT  PHASE2 OUTB BOUT  

0 0 0 1 1 1 0 

1 1 1 0 1 1 0 

2 1 1 0 0 0 1 

3 0 0 1 0 0 1 

 

コントロールシーケンス 

2 相励磁駆動 

 表 1 ENABLE1=ENABLE2=0 

A 相 B 相 
NO 

PH1 IA2 IA1 電流値 PH2 IB2 IB1 電流値 

0 0 0 0 1 0 0 0 1 

1 1 0 0 1 0 0 0 1 

2 1 0 0 1 1 0 0 1 

3 0 0 0 1 1 0 0 1 
 

1-2 相励磁 1/2 ステップ 

 表 2 ENABLE1=ENABLE2=0 

A 相 B 相 
NO 

PH1 IA2 IA1 電流値 PH2 IB2 IB1 電流値 

0 0 0 0 1 * 1 1 0 

1 0 0 1 2/3 0 0 1 2/3 

2 * 1 1 0 0 0 0 1 

3 1 0 1 2/3 0 0 1 2/3 

4 1 0 0 1 * 1 1 0 

5 1 0 1 2/3 1 0 1 2/3 

6 * 1 1 0 1 0 0 1 

7 0 0 1 2/3 1 0 1 2/3 
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1-2 相励磁タイミング図 
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W1-2 相励磁 約 1/4 ステップ 

 表 3 ENABLE1=ENABLE2=0 

A 相 B 相 
NO 

PH1 IA2 IA1 電流値 PH2 IB2 IB1 電流値 

0 0 0 0 1 * 1 1 0 

1 0 0 0 1 0 1 0 1/3 

2 0 0 1 2/3 0 0 1 2/3 

3 0 1 0 1/3 0 0 0 1 

4 * 1 1 0 0 0 0 1 

5 1 1 0 1/3 0 0 0 1 

6 1 0 1 2/3 0 0 1 2/3 

7 1 0 0 1 0 1 0 1/3 

8 1 0 0 1 * 1 1 0 

9 1 0 0 1 1 1 0 1/3 

10 1 0 1 2/3 1 0 1 2/3 

11 1 1 0 1/3 1 0 0 1 

12 * 1 1 0 1 0 0 1 

13 0 1 0 1/3 1 0 0 1 

14 0 0 1 2/3 1 0 1 2/3 

15 0 0 0 1 1 1 0 1/3 
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W1-2 相励磁タイミング図 
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T1
T2

CR 

T2

モータ電流

CR 定数設定簡易式について 

CR 発振回路の立上がり時間 T1 と立下がり時間 T2 の設定式を以下に示す。 

T1≒0.44C×R (s) 

T2≒0.72×(C×R×1000)/(R＋1000) (s) 

(C:220～4700pF、R=10～150kΩ) 

上記簡易設定式にて発振周波数を設定すること。 

また、T2 の三角発振波形の立下がり時間がノイズキャンセル時間となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
使用上の 注意点 

1.VREF 端子について 

VREF 端子は、設定電流の基準電圧入力端子であるため、ノイズの影響を受けないよう十分注意

すること。 

2.GND 端子について 

本 IC は、大電流をスイッチングするため GND 廻りについて以下の点に注意すること。 

･パッケージ裏面にあるフィンと 7,8 ピン、21,22 ピン間にあるフィンは、GND に接地。 

･大電流が流れるところは、低インピーダンスになるよう太い配線パターンにして、小信号系と 

は分離する。 

･E 端子のセンス抵抗 RE の GND は、IC GND(14 ピン)の近傍に設置。 

･VCC-GND 間、VBB-GND 間のコンデンサは､パターン配線上 VCC、VBB 端子近傍に設置。 
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